
©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
8

147ＰＴジャーナル・第 52 巻第 2号・2018 年 2 月

　神経心理学と高次脳機能障害学の礎を築いたルリ
アは，「神経心理学は，脳損傷のせいで対処が難しく
なったり，時には困惑するほど奇妙に見える世界で
歩んで行こうと奮闘している，一人ひとりの患者に
ついてのものだ」と述べている．
　サックスはルリアに手紙を書き，励まされ，神経
疾患に侵された症例が語る不思議な言葉を分析し，

『左足をとりもどすまで』，『レナードの朝』，『妻を帽
子とまちがえた男』などの世界的なベストセラー本
を書いた．
　また，認知神経リハビリテーションを提唱したペ
ルフェッティは，リハビリテーション医学における

「科学と意識経験の融合」を強く主張している．人間
は自動的に動く機械ではないし，物言わぬ生物的器
官の集合体でもない．人間は意識経験を生きる．そ
れは外部から計測機器を用いて客観的に分析できな
い．もっと患者の「身体の声」を聴く必要がある．
臨床には一人ひとりの身体，物語，人生がある．
　したがって，生きる人間に対するリハビリテー
ション治療は科学的（客観的）であると同時に「ロマ
ンチック・サイエンス（主観的な一人称言語記述の
科学）」を内包したものでなければならない．
　本書からはルリア→サックス→ペルフェッティと
いうロマンチック・サイエンスの歴史的な足跡が読
み取れる．そして，その旅の延長線上に著者の本田
慎一郎がいる．
　この本を読んで，私は胸を痛打された．ここには
苦悩する患者たちと真剣に向き合う“セラピストの
姿”がある．一人ひとりの不思議な病態に寄り添う

“セラピストの魂”がある．回復を患者と共有する
“セラピストの喜び”がある．つまり，ここには一人
のセラピストの圧倒的な情熱と臨床力がある．
　これほどの情熱を込めて，自分自身が生きてきた
臨床を書いた本を，私は知らない．患者への想い，

患者との対話，詳細な病態分析，濃密な思考力，治
療のアイデア，技術，効果，個人的な才能と努力な
どが結晶化している．その真の価値を見抜いている
のは患者自身であることがわかる．その臨床現場を
読者に伝えたいと心から願い，一冊の本を完成させ
た編集者の想いも伝わってくる．
　一方，そんな本田慎一郎の臨床とは裏腹に，現代
社会において科学はまるで宗教のように信奉されて
いる．リハビリテーションの未来が新しいロボット
や artificial intelligence（AI）に託されようとしてい
る．そうした科学の幻想に支配された臨床では，ロ
マンチック・サイエンスは必要ないと判断されるに
決まっている．
　だが，新しい時代が始まろうとしている．もう一
つ別のリハビリテーションの未来があるのだ．本書
は 21 世紀の臨床を生きる若いセラピストたちが読
むべきだ．きっと，その先に人間の笑顔がある．
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